
（敬称略）

親
木
遊
杢
倶
楽
部
は
、
平
成
14
年

に
設
立
さ
れ
、
現
在
で
は
大
東
町
在

住
者
を
中
心
に
市
内
外
の
27
人
が
創

作
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
動
テ
ー
マ
は「
協
働
」と「
開
発
」。

協
働
＝
息
の
合
う
仲
間
が
集
い
、
自

ら
が
汗
を
か
き
、
創
作
に

取
り
組
む
。

開
発
＝
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
の

発
想
の
も
と
、
積
極
的
に

作
品
づ
く
り
を
す
る
。

こ
の
２
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

地
元
で
採
れ
た
自
然
木
や
建
築
用

の
廃
材
な
ど
を
使
い
、
た
ん
す
・
テ

ー
ブ
ル
・
イ
ス
な
ど
の
家
具
、
盆
・

湯
の
み
な
ど
の
食
器
、
能
面
や
小
物

入
れ
と
い
っ
た
木
工
品
を
幅
広
く
製

作
し
て
い
ま
す
。

活
動
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
初
心

者
も
い
ま
す
が
、
経
験
者
か
ら
、
ノ

ミ
や
カ
ン
ナ
、
木
工
用
ろ
く
ろ
の
使

い
方
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
木
工
作

品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

今
年
４
年
目
を
迎
え
る
同
倶
楽
部

の
作
品
は
、
大
東
七
夕
祭
り
や
よ
い

と
こ
祭
り
へ
出
品
さ
れ
、
木
目
を
活

か
し
た
ぬ
く
も
り
や
木
肌
の
手
ざ
わ

り
が
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

代
表
者
の
郷
原
さ
ん
は
「
作
品
が

売
れ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
メ
ン

バ
ー
が
作
品
を
作
り
上
げ
た
と
き
の

出
来
映
え
に
満
足
す
れ
ば
そ
れ
で
い

い
と
思
う
。
最
初
は
初
心
者
で
も
、

回
数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
素
晴

ら
し
い
手
仕
事
に
な
る
時
も
あ
る
。

と
に
か
く
、
作
る
人
・
使
う
人
が
木

に
親
し
ん
で
欲
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

親
木
遊
杢
倶
楽
部
は
、
土
日
祝
日

を
除
き
毎
日
開
催
し
て
お
り
、
メ
ン

バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
都
合
の
つ
く
時

間
に
集
ま
り
、
思
い
思
い
の
創
作
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
創
作
会
場
に
は
、
作
品
展

示
室
も
あ
る
ほ
か
、
去
る
２
月
５
日

に
は
、
町
内
の
大
東
木
工
㈲
内
に

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹た

つ
き

」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

そ
の
作
品
を
見
た
り
、
触
れ
た
り
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

親
木
遊
杢
倶
楽
部
で
は
、
随
時
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を

作
っ
て
み
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
　
◆
　
◆

【
問
】
親
木
遊
杢
倶
楽
部
（

０
８

５
４
―
４
３
―
４
３
２
３
）
ま
で
。

入
会
は
無
料

で
す
が
、
材
料

費
等
と
し
て

１，

０
０
０

円
／
月
が
必
要

で
す
。

親
木
遊
杢
倶
楽
部

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
に
根
付
い
て
い
る
伝
統
工
芸
や

地
域
な
ら
で
は
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。 わ
が
ま
ち
の巧た

く

み

「
親し

ん

木も
く

遊ゆ
う

杢も
く

倶く

楽ら

部ぶ

」

今
月
は
、
大
東
町
に
あ
る
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
ち
づ
く
り
役
場
（
旧
大
東

中
学
校
舎
内
）
で
地
域
産
材
等
を
使
用
し
た
木
工
活
動
に
取
り
組
む
グ
ル

ー
プ
「
親し

ん

木も
く

遊ゆ
う

杢も
く

倶く

楽ら

部ぶ

（
郷
原
政
義
代
表
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

木
に
親
し
み
を
持
つ

交
流
の
輪
を
広
げ
る

1月22日開催、勤労青少年ホーム前発着
■3㎞　優勝　
小学3年生以下……間賀部千秋（松江市）
4～6年生の部……錦織　和真（木次町）
中 学 生 の 部……佐藤　　好（木次町）
高校・一般の部……藤原　栄司（大東町）
50歳以上の部……中村　好孝（松江市）

■5㎞　優勝　
高校・一般の部……杉原　光礼（三刀屋町）
50歳以上の部……安田　　匡（米子市）
■最年少出場者賞 馬庭沙也加（出雲市・6歳）
■最高齢出場者賞 亀山　　稔（木次町・80歳）

2月5日開催、温泉小学校体育館
卓球
優勝 団体の部……門・石自治会

男子の部……鳥谷　勇
女子の部……勝部光江

ビームライフル
団体の部……槻の屋自治会
男子の部……松原雄二
女子の部……小池美里
シニアの部……山本勝芳

第28回 新年走ろう大会

1月29日開催、雲南市木次体育館
■優勝
一般男子ライト級…中電工　雲南

（2年連続優勝）
レディースの部…寺領小おかか組
少 年 の 部…寺領っ子ファイターズ
ねんぱご賞（敢闘賞）…吉井下自治会

第22回 新年大綱引き大会

1月15日、B&G海洋
センターで新年の集い
「餅つき」が行われ、幼
児から高齢者まで50名
の参加者が餅つきを体験
し、きな粉餅やピザ餅を
食べました。

1月21日・22日、
琴引フォレストパーク
スキー場でスポーツク
ラブスキー教室が行わ
れクラブ会員など35
名が1泊2日のスキー
講習を受けました。

スキーが初めての人から上級者まで、レベルに合わせて
楽しく滑りました。全く滑れなかったグループも2日目の午
後からは、第1リフトに乗り滑って降りれるようになりました。

新年の集い『餅つき』

Yu-Gaku加茂スポーツクラブから

１月29日・2月5日開催、雲南市加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター・加茂中学校
優勝…猪尾　　準優勝…神原東　　3位…砂子原　

第23回 加茂町バスケットボール大会

平成17年度 木次町温泉地区冬季1日スポーツの集い

対象は5人以上の 
グ ル ー プ で す  

※成人の特殊スポーツ（山岳登はん、スカイダイビング、ハンググライダー、アメリカンフットボールなど）を除く 

 
死　　亡 後遺障害 入　　院 通　　院 

掛　　金 
（１人年額） 

2,000万円 

600万円 

500万円 

1,000万円 

2,100万円 

100万円 

3,000万円 

900万円 

750万円 

1,500万円 

3,150万円 

150万円 

 

1,800円 
 

2,500円 

5,000円 

1,000円 

 

 
1,000円 

 

2,000円 

500円 

1,500円 

800円 

9,000円 

1,000円 

1,050円 

2,000万円 3,000万円 

 
4,000円 1,500円 

最高 １日につき 1日につき 

 500円 

対象となる事故の範囲 

団体活動中とその往復中 

 

 

 

団体活動中とその往復中 

団体活動中とその往復中以外 

傷 害 保 険  

成人のスポーツ団体　※ 

老人クラブ団体（60歳以上） 

危険度の高いスポーツ  

子どものスポーツ団体の指導者 

こどもの団体（中学生以下） 

 

こどもの団体（中学生以下）、 
文化、ボランティア活動団体 
（高校生以上）　　　　　　  

区　　　　　分 

 

●保険期間：平成18年4月1日～平成19年3月31日　　●申込受付：平成18年3月1日～平成19年2月28日 

　上記傷害保険のほかに賠償責任保険（補償限度額）や共済見舞金も含まれますので、申し込みや詳しくは雲南市教育委員会
スポーツ振興課　 0854－40－1075、またはスポーツ安全協会島根県支部　 0852－22－5388まで 

ス キ ー 教 室
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